
 

 

4.ワークショップ 

4.ワークショップ 

4-1.ワークショップ開催の目的 

運動公園の公園施設長寿命化計画及び利活用の状況を基に現状の課題を把握・整理した上

で､市民参加型のワークショップを開催し､利用者の実際の声を多く取り入れることにより､

さらなる魅力を付加させた再整備計画を行うことを目的とする。 

 

ワークショップの開催フローを以下に示す。 

 

◇ワークショップ作業フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2.ワークショップの概要 

全 3 回に渡って開催されたワークショップの各概要について､下記に示す。 

 

4-2-1.ワークショップ参加者 

ワークショップでは幅広い意見や考え､情報が出されるよう各体育協会､公園管理関係者､

住民（PTA･児童）で構成した。 

 

ワークショップ参加者一覧を次頁に示す。 
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◇ワークショップ参加者一覧 

カテゴリー（所属名） 第一回 WS 第二回 WS 第三回 WS 

各体育協会 

体育協会 2 名 2 名 2 名 

ゲートボール協会 1 名 1 名 1 名 

弓道協会 1 名 1 名 1 名 

野球協会 3 名 3 名 3 名 

公園管理関係者 総合体育館 指定管理者 1 名 1 名 1 名 

住民 
ＰＴＡ 3 名 4 名 2 名 

児童 3 名 3 名 1 名 

計  14 名 15 名 11 名 

 

 

4-2-2.各ワークショップの開催目的及び内容 

 

開催目的及び日時 
目的 具体内容 

各班での話し合い､発表内容 

第 1 回ワークショップ 

「こんな公園になったらいいな！」 

令和元年 10 月 31 日（木）18:30～ 

・初回顔合わせ 

・事業概要 

・ＷＳ目的の把握 

・自己紹介 

・事業スケジュールの説明 

・ＷＳスケジュールの説明 

・運動公園の魅力や良いところ 

・問題点や課題となっている点 

・整備したい内容(ゾーン) 

・新たな利用など(自由な意見) 

第 2 回ワークショップ 

「導入する施設について考えよう！」 

令和元年 12 月 5 日（木）18:00～ 

・再整備の方向性 

(ゾーニング案) 

・第一回のふりかえり 

・ゾーニング案の提示 

・導入施設イメージの提示 

・ゾーニング案の確認 

・具体的な導入施設の話し合い 

 

第 3 回ワークショップ 

「完成予定図を見てみよう！」 

令和 2 年 2 月 6 日（木）18:00～ 

・計画案のとりまとめ 

・WS 全体での合意形成 

・第二回のふりかえり 

・完成予想図（計画案、鳥

瞰図、各広場のスケッチ）

の提示 

・完成予想図について 

 

  



 

 

4.ワークショップ 

 

4-3.開催内容 

4-3-1.第 1 回ワークショップ 

令和元年 10 月 31 日（木） 北斗市役所大会議室において､「第 1回運動公園ワークショッ

プ～こんな公園になったらいいな！」を開催した。 

改めて参加者へ「北斗市運動公園」についての説明を行うことで、理解をより深め､今後

の計画及びワークショップの目的･意義について認識の共有を図った。また説明を踏まえて､

公園の魅力や現状の問題点を整理し､新たな利用や改善に向けた意見などを各班毎にまとめ

発表しあった。 

 

  
各班の発表の様子  

 

◇ 第 1 回ワークショップで挙げられた意見 

 

Ａ班 

〔運動公園〕 

○現状 

・運動公園を知らない人が多い。どういった施設があるかも知らない。 

・外からは見通しが悪い。  ・入口が少ない。 

・去年､小学校低学年の遠足での利用があった。 

●将来 

・他の市町から来る公園を目標にしたら。（七飯町あかまつ公園：総合公園：テニスコート､パ

ークゴルフ（桜）､バスケットハーフコート､噴水（親水）､遊具､バーベキューコーナー等） 

【自由広場】 

○現状 

・ゲートボールは今は利用してない。 

・水はけが悪い。 

●将来 

・ゲートボールは出来れば専用で利用したい。 

・多目的な利用が良い。（親子のボール遊び､ゲートボール､サイクリングロード､野球でアップ

場所） 

・大事なことは利用促進やアピールが必要。 

【花見広場】 

○現状 

・歩くだけ。通るだけ。・花見広場だと知らなかった。 
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●将来 

・炊事場､バーベキューコーナー。周辺にはアスレチック遊具やターザンロープなどが欲しい。 

【修景広場（噴水）】（呼び名は修景広場だとわかりにくい→親水広場としたら） 

○現状 

・噴水は見るだけでは面白くない。 

●将来 

・親水広場にする。中に入れるようになると良い。（かみんぐとの使い分けができる） 

〔その他〕 

・パークゴルフ管理棟「スポット」の共有化：「スポット」の有効活用。 

（野球でも使いたい） 

・誰もが：障害を持つ子供→遊具を順番に 1 つずつこなす（大沼グリーンピアは 1 列に配置）。

介護する側も見守り等し易い。 

・冬の利用：歩くスキー､ソリ遊び（雪山）。・周回出来る園路があったら良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ班 

【自由広場】 

・水はけが悪い。 

・今の利用は残す。 

・野球（サブグラウンド）に使いたい。 

・スケートリンクにならないか。（過去スケートリンクとして使われていた） 

【花見広場】 

・水はけが悪い。 

・見通しが悪い。木を間引く。 

・バーベキューコーナーがあると良い。 

・花見広場のＰＲが必要。 

・子供も使えるようになると良い。 

【修景広場（噴水）】 

・子供が遊べる親水広場になると良い。 

・噴水広場の階段はいらない。 

・遊具が古い。 

・木が多すぎる。 

【緑地】 

・駐車場を広げては。 

・パークゴルフを整備する。（「ワークセンターほくと」の方がヘルパーの方と一緒に利用して

いる） 

・弓道の遠的が欲しい（8ｍ×100ｍ） 

・キャッチボールなどアップする場所として使いたい（野球サブグラウンド）。夜間照明もあ

ると良い。 
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〔その他〕 

・公園全体の案内板がわかり易いところにあると良い。 

・現状で利用しているものには否定しない。（現状利用を優先） 

・控室､更衣室の整備（審判やチームに女性がいるので） 

・ＰＲが不足している。 

・冬の利用を高める。（歩くスキー､スケートリンク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ班 

【現状と今後】 

●暗い 

夜暗い､危ない。防犯上も死角が多い。 

スポーツ合宿で結構利用している（夜真っ暗な中､陸上で走っている。） 

→メインの通りだけでも灯具､あかりを。 

●防犯 

公園の安全管理。→安全安心に利用するために防犯カメラが必要 

●花見広場って？ 

花見広場？（花見の時だけ？バーベキューが出来ることも知られていない）ベンチが無い。暗

い。炊事場､洗い場がない。 

→ バーベキューコーナーや炊事場があると利用しやすい。遊べるところも必要。 

●遊び場がない 

3 年続けて小学校野球大会が開催。お父さんの試合に応援に来ても子供・お母さんの遊び場が

ない。遊具が無い。→ 子供の遊び場が欲しい。 

○管理システム 

野球場の申し込みはノース。管理相談は市。運営と管理の密さ。→連携があれば。 

野球場の芝に凸凹や雑草も。 野球協会でも水やりしてるが水代が大変 

○周回コースがない 

走ったり歩いても､キロポストがない。 

→ 周回コースがあってキロポストがあると良い。 

【こんな施設あれば良い】 

●自由な広場 

・自由広場を含めて全体を遊べる場に。自由広場は多目的に使える芝生の広場に。 

・気軽に遊べる､ボール遊び出来る場。 

 

●花見広場の活用 

・バーベキューコーナーや使えるセッティングが必要。（炊事場） 

・遊具など遊び場。 
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●水遊び 

・子供達の遊べる水遊び場になれば良い。（小学校にはプールあるので､小さい子メインの遊び

場。） 

・水遊び場と炊事場があると→家族連れや親子の利用が期待できるのでは。 

●遊具や休憩 

・スポーツ大会の時に子供・お母さんの過ごせる場所。（遊び､休憩） 

・子供の遊び場：遊具。ボルダリング､トンネル遊具､アスレチック､ターザンロープ。 

●緑地 

・サブグラウンドや更衣室として利用したい（野球） 

・格闘技：格技場（柔道､剣道など） 

○照明､ＬＥＤ化 

・省エネ､コスト減：野球場､テニスコートもＬＥＤ化。 

・合宿対応：陸上競技場も照明が必要。 

○更衣室 

・陸上と野球場には更衣室が必要（選手も審判員も着替え）。 

○イベント等の対応 

・パブリックビューイングなど（スクリーン必要）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

4.ワークショップ 

 

◇ 第 1 回ワークショップのまとめ 

第 1 回ワークショップでは､運動公園の問題点や将来の展望について話し合いを行った。

各班とも､遊び場や親水広場､BBQ コーナー､炊事場などの具体的な要望が挙げられた。 

第 2 回ワークショップは､これらの意見を踏まえ､提案するゾーニングの確認と「導入する

施設」などについて話し合う。



 

 

4.ワークショップ 

◇ 第 1 回ワークショップ後に配布したニュースレター 

 

 



 

 

4.ワークショップ 

 

 



 

 

4.ワークショップ 

 

4-3-2.第 2 回ワークショップ 

令和元年 12 月 5日㈭ 北斗市総合文化センター「かなで～る」第 1 小会議室において､「第

２回運動公園ワークショップ～導入する施設について考えよう！」を開催した。 

ゾーニング案の提示を行うことで再整備の方向性について確認し､具体的な導入施設につ

いてイメージを確認しながら､話し合いを行った。 

 

  
各班の話し合いと発表の様子  

 

◇ 第 2 回ワークショップで挙げられた意見 

 

【みんなのゾーン】 

・フェンスはいらない。 

・多様な利用が出来る広場が良い。 

・みんなの広場の使い方？サッカーのアップ。土の広場だとサッカーなどもやりやすい・ダスト

舗装が良い。・芝生なら多目的←人工芝でも良い！・芝生でいいかも。But ゲートボール利用の

対応も。 

・ゲートボールは専用でなくて良い。ポイント杭が必要。 

・雨の後すぐ利用できるように排水(暗渠)が必要！・水はけを良くする。 

・周囲に送電線あり､LED 照明も。 

・冬の利用も。スケート､雪まつり(市民雪像づくり)・雪山づくり。入口と広場の段差解消←重機

で雪山つくれるように。 

・みんなの広場横のトイレはきれい。 

【にぎわいのゾーン】 

・人々が集まる！←PR が大切←各町内会へ案内。 

・フラットな造成で､見通し良く､行き来できる動線。 

[親水広場] 

・親水施設は平面タイプが良い。・噴水はフラット型で､水遊び場がある。・現状のような仕切りは

NG。段差なし。 

・噴水はミストやボコボコの複合型など。（噴水の高さは低くて良い）・ライトアップもいれる。(水

の中から) 

・親水広場と周りの管理が大切。形状決定必要。 

[冒険広場] 

・自分たちで遊びを創造できる広場としたい。 

・児童用遊具は､ロープタイプ(木の温かみ→色で工夫) 

 [よちよち広場] 

・児童はごっこ遊びで遊ぶが､幼児は遊具が必要。 

・よちよち遊具､冒険遊具､分離良い。 

・幼児用遊具は､砂場とコンビの遊具。・よちよちは簡単な(安全な)遊具。ケガしない。 
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[憩いの広場] 

・テーブル､ベンチ､四阿など､日差しカット。 

・イス､テーブルは多め。←憩いの広場で野球大会の打ち上げ！ 

[花見広場] 

・炊事場大切。・炊事場､憩いの広場と共用で良い。 

・春だけでなく秋も楽しめる紅葉など植えたら良い。 

・桜剪定。・排水。 

【みどりのゾーン】 

・野球での利用はあくまでアップの場(キャッチボール､ノック) ・野球は特に施設を必要としな

い。 

・弓道とアップスペースは共有できるのでは。・弓道は､スペースがあれば良い。共用可。 

・弓道は､毎月利用することはないので使用時は許可申請している。(10 回/年) 

・みどりの広場､更衣室は？（３塁側出口の方に）・野球場更衣室は？パークとの一体は難しい。・

仮設について､お金の問題。誰が出すか？ 

《全体・周回コースなど》 

・メイン入口を起点。・コースは､選べるのが大事！ 

・夜間の利用､9 時で良い。 

・入口からの人の流れ。メイン動線が無駄な空間。動線。・車の動線。体育館裏側をスタッフ P（内

部に車が入らないよう）・メインから入る人は少ない。体育館利用のみ。もったいない空間。←

陸上競技場と体育館の間の園路が､野球場やパークゴルフの人の流れがメイン。体育館横スペー

スにたとえばスタッフ駐車場。 

・防犯。“夜”と“昼”､“公園の顔”。夜は浮浪者や不良は・・・←モスキート音発生。・ハード(防

犯施設)､ソフト(人)の対応。 

 

Ａ班台紙 
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Ｂ班台紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

4.ワークショップ 

 

Ｃ班台紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 第 2 回ワークショップのまとめ 

第 2 回ワークショップでは､参加者の意見を参考に作成したゾーニング案や施設イメー

ジを紹介し､計画案の確認と導入する施設について話し合いを行った。 

参加者の方々は、2 回目ということもあり、積極的に意見などを出し合い、各班におい

て、概ねイメージの共有が出来ていると感じた。 

第 3 回ワークショップは､第二回ワークショップまでの意見・要望を踏まえ、公園の将

来像を「完成予想図」として紹介する。 

 



 

 

4.ワークショップ 

◇ 第 2 回ワークショップ後に配布したニュースレター 
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4-3-3.第 3 回ワークショップ 

令和 2 年 2 月 6日㈭ 北斗市役所大会議室において､「第 3回運動公園ワークショップ～完

成予想図を見てみよう！」を開催した。 

第二回までに話し合われた内容を基に作成した完成予想図の提示を行い､最終案の確認と

計画案について話し合った。 

 

  
各班の話し合いと発表の様子  

 

 

◇ 第 3 回ワークショップで挙げられた意見 

 

【にぎわいのゾーン】 

  ・見通しに配慮してほしい。 

  ・案内看板の設置→人の流れをスムーズに。 

 ○親水広場 

  ・水遊び場の舗装は滑らない様に。 

  ・噴水のライトアップで､不審者やアベックなど←防犯カメラで抑止しては。 

  ・いつまで開ける？何時まで？噴水､ライトの時間を明白に。冬の開放は噴水 etc 

→ 9 月で閉鎖でも。 

  ・テント休憩は張りっぱなし？←いたずらなど心配。 

 ○花見広場 

  ・バーベキューの四阿良い。 

【みんなの広場】 

  ・舗装整備も考えてほしい。 

  ・みんなの広場への管理動線が必要。 

  ・高圧ケーブルの埋設あり。 

【みどりの広場】 

  ・パークゴルフ場 無料から有料になると気軽に利用できない。 

  ・既設のＰＧコースは健康遊具の周りに造成できる。9 ホールでなくても良いと思う。 

  ・健康遊具広場はよちよち広場と一緒にできないか？ 

【全体】 

・プランは良い。 

・入口広場をもっと活用。 

  ・可能なら全体的にフラットに。←なるべく段差のない公園。 

 ○公園灯 

  ・位置､明るさはどうか？→陸上合宿にも暗い。子供たちの帰りも心配。 

  ・野球場ＬＥＤ化にすることで､電気量を節約し､公園内の照明を望む。 
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  ・公園灯は防犯上大切。 

 ○体育館裏の活用 

  ・体育館周辺の擁壁は何？←雨対策､屋根から流れる大量の水が危険だから。 

→擁壁なくして駐輪場にして。管理パーク。 

  ・関係者の駐車場 

  ・放送施設なども。体育館の横の芝生､有効に使っては？ 

 ○野球場 3 塁側フェンス 

  ・野球場 3 塁側フェンスを高く。・駐車場になったらファールボールが心配。 

  ・注意喚起のサインだけでも。 

 

 

Ａ班台紙 
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Ｃ班台紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 第 3 回ワークショップのまとめ 

第 3 回ワークショップでは､参加者の意見を参考に作成した完成予想図を紹介し､計画

案の最終確認などについて話し合った。 

完成予想図並びに計画に関しては、了承が得られた。話し合いでは、主に整備後の維持

管理上の問題点などの意見が寄せられた。 

 

 

 



 

 

4.ワークショップ 

◇ 第 3 回ワークショップ後に配布したニュースレター 

 

 



 

 

4.ワークショップ 

 

 



 

 

4.ワークショップ 

 

 

 

4-4.まとめ 

本ワークショップは､運動公園の公園施設長寿命化計画及び利活用の状況を踏まえた再整

備計画の内容を、市民の意見を取り入れることを目的にワークショップが開催された。 

 

子どもたちにも参加してもらえた今回の市民参加型ワークショップは､幅広い年齢層の参

加者がひとりひとり考え、意見を出し合うことで､運動公園に対しての再発見と､新たな魅力

を付加させた再整備計画案を立案させることができた。 

 

 

 

ワークショップ参加のみなさま（第 3 回開催後）  

 


